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１．水素ステーション関連事業の概要
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３-２ 規制合理化

１．１．１ 『水素ステーション関連事業』の背景
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※前提条件：FCVユーザーのメリット（価格・利便性等）が確保されて、順調に普及が進んだ場合※前提条件：FCVユーザーのメリット（価格・利便性等）が確保されて、順調に普及が進んだ場合

出典：燃料電池実用化推進協議会（FCCJ：Fuel Cell Commercialization Conference of Japan)

１．１．２ ＮＥＤＯ※水素関連事業の実施状況
※ 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 （New Energy and Industrial Technology Development Organization）
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水素安全利用等基盤技術開発事業 ＪＰＥＣが関係するＮＥＤＯ事業 

※ 独立行政法人新エネルギ 産業技術総合開発機構 （New Energy and Industrial Technology Development Organization）

 

 

 

 

 

 

（Ｈ１５～１９年度） 

水素社会構築共通基盤整備事業 

（Ｈ17～２１年度）

基準整備検討事業 

（Ｈ２２～２４年度）
 

 

 

 

 

（Ｈ17 ２１年度） 

水素先端科学基礎研究事業 

（Ｈ１８～２４年度） 

（Ｈ２２ ２４年度） 

 

 

 

 

 

 

水素貯蔵材料先端基盤研究事業

（Ｈ１９～２３年度） 

 

 

 

 

 

 

水素製造・輸送・貯蔵システム等 

技術開発事業 （Ｈ２０～２４年度） 

ＪＨＦＣ １ 地域水素供給イ 

 

 

 

 

 規制合理化事業 

燃料電池システム等実証研究 

（ＪＨＦＣ－２）  （Ｈ１８～２２年度） 

Ｈ１８～Ｈ２０年度ＭＥＴＩ直轄事業 

ＪＨＦＣ－１ 

（Ｈ１４～１７年度） 

ＭＥＴＩ直轄事業 

地域水素供給インフラ 

技術・社会実証事業 
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（Ｈ２３～２４年度） 

１．２．１ 『水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発』の目標

【事業目的】

水素エネルギー普及のため、２０１５年頃を想定した

水素供給 市場立 げ 向 低 耐久水素供給インフラ市場立上げに向け低コストかつ耐久

性に優れた水素ステーションを実現する

【事業期間】 平成２０～２４年度（５か年）

（平成２２年度中間評価合格）

【事業目標】

（平成２２年度中間評価合格）

【事業目標】
70MPa級水素ガス充填対応ステーションとして、下記
目標達成につながる技術開発と基準検討を行う。目標達成につながる技術開発と基準検討を行う。

・低コスト化：設備コスト ２億円以下/システム
［３００Ｎｍ３/ｈ規模の場合、土地取得価格を除く] 
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・高耐久性 ：メンテナンス回数 １回以下/年
［日常的な簡易検査やメンテナンスを除く］

１．２．２ 差圧充填型水素ステーションの例

圧力区分Ⅰ 圧力区分Ⅱ

高圧蓄圧器（100MPa）

高純度水素 ＦＥ

ディスペンサー
流量計

遮断弁

ＦＣＶ車
高純度水素

（低圧）
ＦＥ

充填ノズル

緊急離脱カップラ
流量調節弁

高圧圧縮機

（0→100MPa）　300NM3/h

プレクール設備
熱交換器

（常温 → -40℃）

充填ホース

７０MPaフル充填（82MPa）設備仕様（差圧充填） （）内圧力は、87.5MPa充填条件 ※は仮条件

（低圧系） 圧力区分Ⅱ

水素受入 高圧圧縮機 高圧蓄圧器 ディスペンサ入口 プレクール熱交 ディスペンサ出口

圧力 設計 （低圧） 90 （96）

圧力区分Ⅰ

98 （110）

項目

圧力 設計 （低圧） 90 （96）

【MPa】 常用 ― 95 （100） 95 （100） 95 （100） 95 （100） 82 (87.5)

温度 設計 (常温） -20 ～ 180 -40 ～ 85※ -20 ～ 50 -40 ～ 50 -40 ～ 50

【℃】 常用 ― -20 ～ 150 -20 ～ 40 -20 ～ 40 -40 ～ 40 -40 ～ 40

（吸引ドラム） 吐出ガス冷却器 蓄圧器 流量調節弁 熱交換器 緊急離脱カプラ主要設備

98　（110）
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過流防止弁 充填ホース

（スナッバータンク） 充填ノズル

バルブ類、安全弁 バルブ類、安全弁 バルブ類、安全弁 バルブ類、(安全弁) バルブ類 バルブ類、安全弁

計装品 計装品 計装品 計装品 計装品 計装品

その他構成品



１．２．３ 二段直充填型水素ステーションの例

圧力区分Ⅰ 圧力区分Ⅱ

中間段蓄圧器（40MPa）

圧力区分（中間圧）

高純度水素 ＦＥ

ディスペンサー

流量計
遮断弁

緊急離脱カップラ

ＦＣＶ車
高純度水素

（低圧） 流量調節弁

充填ノズル

充填ホ

前段圧縮機（中間圧）

（0→40MPa）　300NM3/h

プレクール設備
熱交換器

（常温 → -40℃）

後段圧縮機（高圧）

（40→100MPa）　～１,２００NM3/h

充填ホース

７０MPaフル充填（82MPa）設備仕様（差圧充填） （）内圧力は、87.5MPa充填条件 ※は仮条件

（低圧系） 圧力区分Ⅱ

水素受入 前段圧縮機（中間圧） 中間段蓄圧器 後段圧縮機（高圧） ディスペンサ入口 プレクール熱交 ディスペンサ出口

圧力区分Ⅰ圧力区分（中間圧）
項目

圧力 設計 （低圧） 90 （96）

【MPa】 常用 ― 40 40 95 （100） 95 （100） 95 （100） 82 (87.5)

温度 設計 (常温） -20 ～ 180 -20 ～ 50 -20 ～ 180 -20 ～ 50 -40 ～ 50 -40 ～ 50

【℃】 常用 ― -20 ～ 150 -20 ～ 40 -20 ～ 150 -20 ～ 40 -40 ～ 40 -40 ～ 40

（吸引ドラム） 吐出ガス冷却器 蓄圧器 吐出ガス冷却器 流量調節弁 熱交換器 緊急離脱カプラ

44 98　（110）

主要設備
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（吸引ドラム） 吐出ガス冷却器 蓄圧器 吐出ガス冷却器 流量調節弁 熱交換器 緊急離脱カプラ

過流防止弁 （スナッバータンク） 充填ホース

充填ノズル

バルブ類、安全弁 バルブ類、安全弁 バルブ類、安全弁 バルブ類、安全弁 バルブ類、(安全弁) バルブ類 バルブ類、安全弁

計装品 計装品 計装品 計装品 計装品 計装品 計装品

その他構成品

主要設備

１．３．１ 『水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発』の体制

ＭＥＴＩ
（水素社会構築事業推進助言委員会）

水素先端科学事業推進助言委員会
「水素製造輸送貯蔵システム等技術開発」に関する

推進助言委員会

ＮＥＤＯ

水素貯蔵材料先端科学事業推進助言委員会PL 九州大学 尾上教授

推進助言委員会

システム技術開発
基準検討 規制合理化

（水
素
社
会

水
素
先
端
科

水
素
貯
蔵連携連携

水素製造関連ＷＧ

東京ガス、日本特殊陶業

水素ステーション関連ＷＧ

東邦ガス、トキコ、日立AMS、佐賀大

水素貯蔵関連ＷＧ

日重化、サムテック、産総研連携

基準検討 規制合

会
構
築
共
通
基

科
学
基
盤
研
究

材
料
先
端
基

連携連携

三菱化工機

ルネッサンス、神戸大
京都大、産総研、ミクニ

横浜ゴム、大陽日酸、ＪＰＥＣ

清水、岩谷ＪＸタツノ

ＪＰＥＣ、キッツ、山武、日製鋼

豊田中研、東北大

日重化

連携

基
盤
整
備
事
業

究
事
業

盤
研
究
事
業

武 製鋼
ＪＲＣＭ※２

次世代技術開発・シナリオ・フィージビリティスタディ（一部終了）業
）

業

要素技術開発 日本自動車研究所

高圧ガス保安協会、東京大学

テクノバ、エン振協三菱総研

産総研

エネ総工研
岩谷、川重、関電、清水、三菱
千代田化工

高圧ガス保安協会
HySUT※１（JPEC)
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※１水素供給・利用技術研究組合（The Research Association of Hydrogen Supply/Utilization Technology）
※２金属系材料開発センター （The Japan Research and Development Center for Metal）

y )

１．３．２ 水素関連インフラ事業のＪＰＥＣ実施体制
平成２３年１０月１日現在

総務部

査情報部

自動車燃料研究担当部長

平成２３年１０月１日現在

新燃料調査情報部

技術企画部
ＪＨＦＣ (事業終了)

技術企画部

自動車・新燃料部 (６名)

水素Ｃ
（規制合理化）

統計解析部 水素Ｂ
（技術開発）

(４名)

（技術開発）

水素利用推進室

(５名)

( 名)

石油基盤技術研究所
水素Ａ

（基準検討）
（ＮＥＤＯ事業実施組織）

(４名)

(１名)
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１．水素ステーション関連事業の概要

２．技術開発

２-１ システム技術

２-２ 要素技術２ ２ 要素技術

２-３ 総合的エンジニアリング検討

３．規制見直し規 見

３-１ 基準検討
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３-２ 規制合理化

２．１ システム＆要素技術開発の実施体制

NEDO

プロジ クトリ ダプロジェクトリーダー
尾上清明 九州大学教授

システム技術開発 要素技術開発 他事業

東邦ガス ㈱
トキコテクノ ㈱

システム技術開発

㈱ 日本製鋼所
（以下、ＪＳＷ）

要素技術開発 他事業

トキコテクノ ㈱
日立オートモティブシステムズ ㈱
（以下、日立ＡＭＳ）

大陽日酸 ㈱

（以下、ＪＳＷ）
㈱ キッツ
(一財)金属系材料研究開発センター
（以下、ＪＲＣＭ）陽 酸 ㈱

横浜ゴム ㈱
国立大学法人佐賀大学

、
㈱ 山武
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(一財) 石油エネルギー技術センター（ＪＰＥＣ）

２．２ 『70MPa水素ステーション技術開発』の実施状況

鋼製容器
（ＪＳＷ）

集中型制御
（山武）

最適機器構成 最適制御

ﾞ 験

総合的エンジニアリング
（最適化、コスト低減）

（ＪＰＥＣ）
水素充填解析モデル

水素供給（対象外） ７０ＭＰa級蓄圧器水素供給（対象外） ７０ＭＰa級蓄圧器

水素ステーション全体
（東邦ガス）

ディスペンサ
（トキコ）

充填用ホース
（横浜ゴム）

ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ試験

（ＪＳＷ）
象 ７０ＭＰa級蓄圧器

ディスペンサー

バッファー
タンク

燃料電池
自動車

象 ７０ＭＰa級蓄圧器

ディスペンサー

バッファー
タンク

燃料電池
自動車

燃料電池
自動車

新規事業

７０ＭＰ 級圧縮機

タンク 自動車
（ＦＣＶ）

７０ＭＰ 級圧縮機

タンク 自動車
（ＦＣＶ）
自動車
（ＦＣＶ）

複合容器
（ＪＸ）

連名外連携

７０ＭＰa級圧縮機
（３００Ｎｍ３/ｈ）

プレクール設備７０ＭＰa級水素供給設備

７０ＭＰa級圧縮機
（３００Ｎｍ３/ｈ）

プレクール設備７０ＭＰa級水素供給設備

ディスペンサ
（タツノ） （日立ＰＴ）

級水素供給設備級水素供給設備

流量調節弁
（山武）

水素用ボール弁
（キッツ）

プレクール設備
（大陽日酸、佐賀大）

配管・継手
（日立ＡＭＳ）

要素技術

システム
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連携関係 高強度金属材料
（ＪＲＣＭ）



発表内容

１．水素ステーション関連事業の概要

２．技術開発

２-１ システム技術

２-２ 要素技術２ ２ 要素技術

２-３ 総合的エンジニアリング検討

３．規制見直し規 見

３-１ 基準検討

規
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３-２ 規制合理化

２-１．１ 70MPa級水素ステーションを用いた試験研究 【東邦ガス】

圧縮機
40MP 30N 3/h

35MPa水素ステーション都市ガス改質水素製造装置
～0 6MPa 40Nm3/h

ディスペンサー圧縮機
40MP 30N 3/h

35MPa水素ステーション都市ガス改質水素製造装置
～0 6MPa 40Nm3/h

ディスペンサー

70MPa級水素ステーション概略フロー

Hydrogen

TOHOGAS

蓄圧器

40MPa､250L×3

40MPa､30Nm3/h

35MPa

～0.6MPa､40Nm3/h

Hydrogen

TOHOGAS

Hydrogen

TOHOGAS

蓄圧器

40MPa､250L×3

40MPa､30Nm3/h

35MPa

～0.6MPa､40Nm3/h

～0.6MPa

70MPa水素ステーション

ディスペンサー
～0.6MPa

70MPa水素ステーション

ディスペンサー

バッファー 圧縮機

70MPa82MPa
100L

60L
255Lバッファー 圧縮機

70MPa82MPa
100L

60L
255Lバッファ

タンク 圧縮機

100L
60L

255L 熱交換器

冷凍機

100MPａ級
300Nm3/h

100L

バッファ
タンク

圧縮機

100L

60L

255L
熱交換器

冷凍機

100MPａ級
300Nm3/h

100L100L

水素冷却装置
（プレクーラー）

試験充填容器
（鋼製容器）

蓄圧器
（鋼製容器）

60L
水素回収ライン

100L 水素冷却装置
（プレクーラー）

試験充填容器
（鋼製容器）

蓄圧器
（鋼製容器）

60L60L
水素回収ライン

100L100L
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２-１．２ システム運転技術開発 【東邦ガス 他】

FCVFCV試験車輌への高流量充填試験試験車輌への高流量充填試験
３分間充填を確認 平均充填流量約1.6kg/分

タンク内温度67 7℃以下タンク内温度67.7℃以下

120 2800℃
） 弁開度 水素流量タンク内温度

【充填時条件】

外気温度：23 1℃60

80

100

120

2100

2800

／
分

）

）
温

度
（
℃

タンク内温度

外気温度：23.1℃

充填前圧力：4.3MPa

充填量：4931g20

40

60

1400

填
流

量
（
g／

圧
力

（
M

P
a

充填時間：179秒

-40

-20

0

0

700

水
素

充
填

開
度

（
％

）
圧

ディスペンサ出口圧力 タンク内圧力

40
0 30 60 90 120 150 180

0

弁
開

時間（秒） ディスペンサ
出口水素温度

プレクール
出口水素温度
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FCV試験車輌への高流量充填試験結果

２-１．３ 水素ステーション耐久性向上検討【東邦ガス 他】

普及期前の充填回数での耐久性評価の実施

・普及期前の想定年間充填回数270回（0.9回/日×300日）を達成

普及初期の想定年間充填回数945回（2 7回/日×350日）を実施中

充填試験における技術課題の抽出

・普及初期の想定年間充填回数945回（2.7回/日×350日）を実施中

（１）緊急離脱カップリングのシール性能低下 → トキコテクノ対応中
（２）充填ホース内面層の耐性不足 → 横浜ゴム対応中
（３）プレクール熱交換器における圧力損失の上昇 → 東邦ガス対応済み

15

20
（
M

Ｐ
a） 定期点検前

定期点検後【課題】
プ ク 熱交 損上昇

10

15

の
圧

力
損

失プレクール熱交圧損上昇
【原因】

流路内の氷結
【対策】

0

5

熱
交

換
器

の【対策】
圧縮機内部の混入水分除去
（定期点検時に実施）
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0
0 10 20 30 40 50 60

充填回数 （回）

熱

充填試験を通じて課題が明らかとな た緊急離脱カ プリングについて

２-１．４ ディスペンサ耐久性検討 【トキコテクノ】

充填試験を通じて課題が明らかとなった緊急離脱カップリングについて、
課題発生原因を推定し、対策を立案した。

低 状態 グ部 耐性原因 ： 低温状態でのOリング部の耐性不足

対策 ： （1）低温で耐ブリスタ特性を有するOリング材の開発
（2）開発Oリング評価用の低温ガス通流装置の製作

50

70

90

a) 0.2

0.24

0.28
入口ガス圧力 出口ガス圧力
入口ガス温度 出口ガス温度
本体温度（外側面） 流量
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30

度
(℃

)・
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)

-50
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-10温
度

0

0.04

0.08

流
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-50

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

経過時間　(分)

0

低温ガス通流装置外観低温ガス通流装置外観

東邦ガスステ ションにおける耐久性検証

２-１．５ 充填ホース耐久性向上検討 【横浜ゴム】

東邦ガスステーションにおける耐久性検証

ステーションシステムでの充填ホース耐久性評価を実施。
早期の段階でホース内面層の耐性不足が判明したため、早期の段階でホ ス内面層の耐性不足が判明したため、
原因調査と再現条件について検証を実施。

課題：充填ホース内面層の耐性不足
推定原因：（１）ホース仕様（構造・材料）

（２）使用条件（温度変化・昇圧速度）
（３）配管内の異物飛来 など（３）配管内の異物飛来 など

低温状態での急昇圧が課題発生を促進した可能性を確認

従来のホース単体耐久性評価方法の見直しを検討中従来のホ ス単体耐久性評価方法の見直しを検討中
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実証ステ シ ンで約半年（275回充填）後

２-１．６ 故障予知技術開発 【日立ＡＭＳ】

実証ステーションで約半年（275回充填）後、
入口、出口での異物発生の評価実施

プレクーラ

F8001での付着物例

付着物1

F8002
F

ディスペンサー内にサンプル
回収ラインを設置し、設置時

及び分解前充填試験時に通流

充填時、
常時通流

F8003
F8001

付着物2

検証用ディスペンサー 配管系統概略図

ガスの流れ

フィルタ断面図

Ｆ８００２

Ｆ８００３ 【付着物の分析結果】

・ 大部分の付着物

フィルタ・エレメント：焼結
（φ9 44 ×L25 ）

Ｆ８００１ ⇒ フッ素系グリスと思われる

・ F8001：砂等の異物が混入か

・ F8002：バリ状の金属も検出
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（φ9.44mm×L25mm）
メッシュサイズ：５μｍ

走査型電子顕微鏡

メッシュサイズ：２μｍ
F8002：バリ状の金属も検出

・ F8003：水分の可能性もある

２-１．７ 水素充填用シミュレーションソフト開発【佐賀大学】

プレクール設備の解析モデル（出口水素温度及び圧力変化）を開発

解析結果は、東邦ガスでの充填試験の実測値と良く一致

計算の入口境界条件に
測定デ タを使用

入口水素（Pin,Tin）
出口配管温度（Twall）

プレクール装置プレクール装置

測定データを使用
出口水素（Pout,Tout）

水素（測

充填開
始 80

充填開
始

10

20 入口水素（測
定）

50

60

70

入口圧力（測
定）

-10

0

0 60 120 180 240

温
度

，
℃

出口配管表面（測
定）

出口配管表面（計
算）

30

40

50

圧
力

，
M

P
a

出口圧力（計

-30

-20
算）

出口水素（測
定）

出 水素（計 0

10

20

出口圧力（計
算）

出口圧力（測
定）

20

-40

時間，sec

出口水素（計
算）

0

0 60 120 180 240

時間，sec

充填中の温度変化 充填中の圧力変化

２-１．８ プレクール設備技術開発 【大陽日酸】

・次期プレクール熱交換器の設計は完了
・試作品は平成24年度2月完成予定
・小型化によるコスト低減効果を検証中

【性能】
・ 大流量：5kg/3分）
・熱交出口温度-20℃以下熱 温度

（冷媒温度-40℃）
・冷媒変更により、熱交出口

温度-40℃到達見込み

小型化
低コスト化

温度 40℃到達見込み

【構造】
・外径 Φ800mm ⇒ Φ450mm 同縮尺・外径 Φ800mm ⇒ Φ450mm
・容積 550L  ⇒ 150L
・真空二重構造

同縮尺
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【初期改良型プレクール熱交換器】 【次期プレクール熱交換器】

発表内容

１．水素ステーション関連事業の概要

２．技術開発

２-１ システム技術

２-２ 要素技術２ ２ 要素技術

２-３ 総合的エンジニアリング検討

３．規制見直し規 見

３-１ 基準検討

規
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３-２ 規制合理化

２-２．１ 鋼製蓄圧器の開発

＜高容量化蓄圧器材料（SA723鋼）の評価＞
・水素ガス中での安全性検証
・90MPa水素中での疲労試験を実施

＜自緊施工方法の検討＞

・内圧疲労試験後の残留応力を測定

⇒ 設計応力の2倍の応力で、
100万回以上の寿命を確認

⇒ 40万回の負荷後でも自緊効果
を確認

 

Open：大気中
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応力比 R= -1 

幅
 (

M
P

a
)

1Open：大気中

 SA723鋼（中実冷却材）
 SNCM439鋼

応力比 R= -1 

幅
 (

M
P

a
)

1

50

100

150

103

Open：大気中
Solid：水素中

歪
振

幅
　

(%
) 

返
し

応
力

振
幅 1

90 MPa
水素中

設計応力×2 ず
み

振
幅

（
%
)103

Open：大気中
Solid：水素中

歪
振

幅
　

(%
) 

返
し

応
力

振
幅 1

90 MPa
水素中

設計応力×2 ず
み

振
幅

（
%
)

-100

-50

0

σ
ｔ 
(M

P
a)

102

 繰
り

返
し

歪

想
弾

性
）
繰

り
返 0.1

設計条件例
Seq=163MPa
回数400000回

100万回達成
設計応力×2

設計回数×2

繰
り

返
し

ひ
ず

102

 繰
り

返
し

歪

想
弾

性
）
繰

り
返 0.1

設計条件例
Seq=163MPa
回数400000回

100万回達成
設計応力×2

設計回数×2

繰
り

返
し

ひ
ず

-250

-200

-150

自 まま

 

周
方

向
応

力
, 

101

100 102 104 106

繰り返し回数, N (cycle)

（
仮

想

0.01
回数400,000回 設計回数 2

101

100 102 104 106

繰り返し回数, N (cycle)

（
仮

想

0.01
回数400,000回 設計回数 2

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20
-400

-350

-300
 自緊まま
 4万回繰り返し
 40万回繰り返し
 計算値

23

SA723鋼の疲労試験結果
残留応力測定結果

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

内表面からの距離(mm)

２-２．２ 低コスト・高強度材料の研究開発

候補材料の絞り込み結果

候補材料と高強度化手法候補材料と高強度化手法

#4鋼種を選定鋼種 材料特徴 高強度化手法

SUS316Lベース 固溶強化(窒素等添加)

鋼種 材料特徴 高強度化手法

SUS316Lベース 固溶強化(窒素等添加)

機械的強度 向上

＃1
SUS316Lベース

（Ni：12.5%）
（窒素添加）

固溶強化(窒素等添加)

冷間加工

＃2
Type316ベース

（Ni：12 5%）
固溶強化(窒素等添加)

＃1
SUS316Lベース

（Ni：12.5%）
（窒素添加）

固溶強化(窒素等添加)

冷間加工

＃2
Type316ベース

（Ni：12 5%）
固溶強化(窒素等添加)

・機械的強度：30～50％向上

・耐水素特性：同等

（JIS SUS316L材と比較）

＃2 （Ni：12.5%）
（窒素添加） 冷間加工

＃3
SUS316L＋Mn
＋高窒素添加

固溶強化(窒素等添加)

固溶強化(窒素等添加)後冷間加工

＃2 （Ni：12.5%）
（窒素添加） 冷間加工

＃3
SUS316L＋Mn
＋高窒素添加

固溶強化(窒素等添加)

固溶強化(窒素等添加)後冷間加工 （ 材 比較）＋高窒素添加 固溶強化(窒素等添加)後冷間加工

＃4
高Mn低Ni鋼
(高窒素添加)

固溶強化(窒素等添加)

固溶強化(窒素等添加)後冷間加工

＋高窒素添加 固溶強化(窒素等添加)後冷間加工

＃4
高Mn低Ni鋼
(高窒素添加)

固溶強化(窒素等添加)

固溶強化(窒素等添加)後冷間加工

•試作用の素材を提供

•疲労試験を実施予定

固溶強 ( 素等添 )後冷間

＃5 窒化物析出強化

窒化物析出強化（V添加）

窒化物析出強化（V添加）後冷間加工

固溶強 ( 素等添 )後冷間

＃5 窒化物析出強化

窒化物析出強化（V添加）

窒化物析出強化（V添加）後冷間加工
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•疲労試験を実施予定
＃5a 窒化物析出強化

窒化物析出強化（V添加）
（プロセス中で冷間加工）

＃5a 窒化物析出強化
窒化物析出強化（V添加）
（プロセス中で冷間加工）



２-２．３ 水素用高圧ボールバルブの研究開発

【特長】
①ニードル弁の約10倍のCv値（２．１）

ストレートポート 内径6 4mmストレ トポ ト、内径6.4mm
②メタルシート構造

流体温度の変動を受けにくい封止性能
③左右対称の部品構成

管 イ ウ 自由度向上配管レイアウトの自由度向上
④シール面へのDLCコーティング

高荷重、超精密加工対応の特殊DLC手動弁遮断弁

90MPa高圧ヘリウム環境下で
気密性能、作動特性等の基本性能を確認 今後の開発計画気密性能、作動特性等の基本性能を確認

設計圧力の4倍耐圧試験として
360MPa水圧で破壊しないことを確認

・改良商品化設計
コスト低減360MPa水圧で破壊しないことを確認

90MPa高圧水素※環境下で
回 開閉作動を確認

コンパクト化

・量産試作品
万回の開閉作動試験

25
※水素エネルギー製品研究試験センター(HyTReC) へ外注

４万回の開閉作動を確認 ８万回の開閉作動試験

素 気 も摩擦摩耗 久 充填時の温度 圧力変化に適応可能な

２-２．４ 流量調節弁の開発

密着性の改善効果
7 0E-03

水素雰囲気下でも摩擦摩耗の耐久
性を持つ表面処理技術を開発  

パッキン材質の温度変化時の変位

100
PTFE

充填時の温度－圧力変化に適応可能な
グランドパッキン材料を選定
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26３０万回の動作を達成

【ソフトウエア初期設定画面】

２-２．５ コントロールシステムの開発

実用期まで視野に入れた制御システム

・コスト低減（機能集約化と標準化）

【ソフトウエア初期設定画面】

ト低減（機能集約化と標準化）

⇒ ハードウエア30%以上低減

ソフトウエア50%以上低減

・機器設備拡張性

⇒ 圧縮機（２基）

蓄圧器（１２基）

ディスペンサ（４基）まで対応
【水素ステーション全体監視画面例】

・圧縮機対応性

⇒ 差圧充填、直充填、ブースタ方式

・効率化制御機能

⇒ 蓄圧器、充填タンク残圧に応じた

27

適蓄圧器の選定

発表内容

１．水素ステーション関連事業の概要

２．技術開発

２-１ システム技術

２-２ 要素技術２ ２ 要素技術

２-３ 総合的エンジニアリング検討

３．規制見直し規 見

３-１ 基準検討

規
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３-２ 規制合理化

バ ク デ 差 充填計算（技術開発後 仕様）

２-３．１ 水素ステーション動的解析の実施例

２バンクモデル差圧充填計算（技術開発後の仕様）

120 3600
計算：蓄圧器圧力

計算：ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ入口
大流量　3,080 ｇ/min

充填時間 172秒

100 3000

計算：ﾃ ｨｽﾍ ﾝｻ 入口

計算：熱交入口

計算：熱交出口

計算：ﾀﾞﾐｰﾀﾝｸ圧力

計算：カプラ出口

充填時間　172秒

80

P
a

2400

g/
m

in

計算：カプラ出口

計算：瞬時流量

60

圧
力

M 1800

流
量

g

20

40

600

1200

0

20

0

600
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0 50 100 150 200

時間sec

蓄 器 バ ク 縮機併

２-３．２ 水素ステーション連続充填能力の検証例

100

バンク１

バ ク

蓄圧器： ４５０Ｌ ｘ ２バンク、圧縮機併用

76 76 75 75

82 82

77
80

バンク２

55 54 54 54
58

60

M
P

a

昇圧 昇圧 昇圧 昇圧

40

圧
力

 M

20 ２台目１台目 ３台目 ４台目 ５台目

待機 待機 待機 待機

3.6 9.9 13.6 21.2 25.0 32.9 36.7 44.7 48.4

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

待機 待機 待機 待機
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

時間 min



２-３．３ 充填時の差圧分布の計算例

２バンクモデル差圧充填計算（技術開発後仕様）

80 4000

△Ｐ（カプラ出～ダミータンク）

60

70

3000

3500
△Ｐ（熱交換器出口～カプラ出）

△Ｐ（熱交換器本体）

△Ｐ（ディスペンサー～熱交入口）

△Ｐ（畜圧器 ディスペンサ 入口）

50

60

P
a
）

2500

3000

n

△Ｐ（畜圧器～ディスペンサー入口）

計算流量　g/min

30

40

△
Ｐ

　
　

（
M

P

1500

2000

流
量

　
g/

m
i

20

30

1000

1500

0

10

0

500
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0

6 44 70 92 110 130 142 148 160 172

時間　　（秒）

0

２-３．４ NEDO事業成果の推定例（差圧低減、充填時間）

ＮＥＤＯ事業成果現行仕様 ＮＥＤＯ事業成果現行仕様

充填時間

（秒）

充填差圧 ※

( )

充填時間

（秒）

充填差圧 ※

( )

充填時間

（秒）

充填差圧 ※

( )

充填時間

（秒）

充填差圧 ※

( )

１９４２６ ９２０８３３ ３

（秒）(MPa)（秒）(MPa)

１９４２６ ９２０８３３ ３

（秒）(MPa)（秒）(MPa)

１９４

（93%）

２６．９

（81%）

２０８

（－）

３３．３

（－）

３バンク
システム

１９４

（93%）

２６．９

（81%）

２０８

（－）

３３．３

（－）

３バンク
システム

１７２２５．９１８６３２．１
２バンク

１７２２５．９１８６３２．１
２バンク

（83%）（78%）（89%）（96%）

２バンク
システム

（83%）（78%）（89%）（96%）

２バンク
システム
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※ 流速2,500g/min時の蓄圧器からノズル先端までのステーションでの圧力損失の計算値
（ ）内は、それぞれの現行仕様３バンクに対する割合

２-３．５ 水素ステーションコスト低減検討（対象モデル）

圧力区分Ⅰ 圧力区分Ⅱ

高圧蓄圧器（100MPa）

高純度水素 ＦＥ

ディスペンサー
流量計

遮断弁

ＦＣＶ車
高純度水素

（低圧）
ＦＥ

充填ノズル

緊急離脱カップラ
流量調節弁

高圧圧縮機

（0→100MPa）　300NM3/h

プレクール設備
熱交換器

（常温 → -40℃）

充填ホース

７０MPaフル充填（82MPa）設備仕様（差圧充填） （）内圧力は、87.5MPa充填条件 ※は仮条件

（低圧系） 圧力区分Ⅱ

水素受入 高圧圧縮機 高圧蓄圧器 ディスペンサ入口 プレクール熱交 ディスペンサ出口

圧力 設計 （低圧） 90 （96）

圧力区分Ⅰ

98 （110）

項目

圧力 設計 （低圧） 90 （96）

【MPa】 常用 ― 95 （100） 95 （100） 95 （100） 95 （100） 82 (87.5)

温度 設計 (常温） -20 ～ 180 -40 ～ 85※ -20 ～ 50 -40 ～ 50 -40 ～ 50

【℃】 常用 ― -20 ～ 150 -20 ～ 40 -20 ～ 40 -40 ～ 40 -40 ～ 40

（吸引ドラム） 吐出ガス冷却器 蓄圧器 流量調節弁 熱交換器 緊急離脱カプラ主要設備

98　（110）
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過流防止弁 充填ホース

（スナッバータンク） 充填ノズル

バルブ類、安全弁 バルブ類、安全弁 バルブ類、安全弁 バルブ類、(安全弁) バルブ類 バルブ類、安全弁

計装品 計装品 計装品 計装品 計装品 計装品

その他構成品

２-３．６ 水素ステーションコスト低減検討（前提条件）

項目 前提 

0.全般 ・70MPa 差圧充填を対象（ブースター型（2 段圧縮）は別途検討） 

・５台/時間を優先（充填時間は参考とする） 台/時間を優先（充填時間は参考とする）

・ 大流量、充填時間については、ステーション全体で検討 

1.圧縮機 ・100MPa 級、300Nm3/h、１基 

・別途ブースター型も検討 

2 蓄圧器 70MP 差圧充填を前提2.蓄圧器 ・70MPa 差圧充填を前提 

・必要容量、必要バンク数はＷＧ（ 適化検討）にて提示 

3.ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ ・1 基／ステーション 

大流量 3kg/min として、その可否を検討 

4.ﾌﾟﾚｸｰﾙ設備 ・熱交出口で水素ガス温度－20℃ 

大流量 3kg/min で仕様（伝面等）を検討 

5.配管、バルブ

類

・配管サイズ 9/16B 

・機械特性は SUS316 冷間加工と同等類 機械特性は SUS316 冷間加工と同等 

6.計装・制御 ・制御方式はＷＧ（ 適化検討）にて検討 

・ﾃﾞｲｽﾍﾟﾝｻｰ制御との取合は個別に検討 

7.土木、機器設

置等工事

・オフサイト型を前提に、プロット図（別途提示）をベースに検討 

用役 保安設備を含む置等工事 ・用役、保安設備を含む 

8.設計費等 ・新規の 70MPa 級水素ステーションの単独設置 

・ガソリンスタンド等との併設はなし 

その他 ・高圧ガス保安法（一般則第 7 条の３第２項）に準拠する 
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・以下は考慮しない 

・土地の取得価格、水素ガス保有量の制限、車両通信 

２-３．７ 水素ステーションコスト低減検討結果

建設コスト 
設備等コスト区分 

現状技術 低減見通

単位：百万円

現状技術 低減見通

１．圧縮機（含む冷却、制御） 92  65 

２．蓄圧器 90  10 

３．ディスペンサー 40  15  

４．プレクール設備 40  24  

配管バ ブ 21 7５．配管バルブ 21  7  

６．計装・電気関連 35  30  

小 計 318 151小 計 318 151 

７．土木・機器設置等工事 180  76  機

８．設計費等 100  28  

小 計 280 104 
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合   計 598  255  

 

２-３．８ 今後の水素ステーション技術開発の課題

項目 現状計画 今後 2 年間の課題 

ステーション全体 ・コスト低減検討継続 

・耐久性評価は継続 

・全体制御システムの開発 

・充填プロトコルへの対応 

・圧縮機開発との連携を検討 

圧縮機  ・NEDO 事業として新たなる検討開始 

 圧縮機の運用・運転制御方式 

・実性能の確認 

・耐久性評価 

 圧縮機、電気設備の最適機器構成 ・建設/運転コスト低減検討 

蓄圧器 ・高容量鋼製蓄圧器の開発→特認 

 450L サイズ、5万回の使用回数 

・自緊処理効果確認、材料評価 

 データの採取 

・複合容器蓄圧器の開発→特認 

・高強度配管材料の開発 

  強度 SUS316L の 30～50％増し、 

・水素用材料としての材料評価 

  特に、低温域での材料評価 

配管材料など 

  耐水素脆化特性は同等 

・バルブ、流調弁開発と連携し、 

 ディスペンサ開発まで計画済み 

・ディスペンサとしての設置許 

 可の取得 

・耐久性評価 

・設計係数見直しとして、個別機器

 設備の特認申請の実施 

・特認実績の集約 

・海外品も対象 

充填解析モデル ・佐賀大学／Hydrogenius／JPEC が ・水素ステーション仕様の決定 
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 連携した解析モデル開発 ・知財保護と成果活用の両立 

 



発表内容

１．水素ステーション関連事業の概要

２．技術開発

２-１ システム技術

２-２ 要素技術２ ２ 要素技術

２-３ 総合的エンジニアリング検討

３．規制見直し規 見

３-１ 基準検討

規
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３-２ 規制合理化

３．１ 基準検討に関する研究開発の背景

平成14年度、燃料電池全般の規制見直し２８項目
⇒ 初期導入対応実施⇒ 初期導入対応実施

平成21年度 JHFCプロジェクトによる１７項目リスト平成21年度、JHFCプロジェクトによる１７項目リスト

基準検討（４項目） 平成22～24年度
鋼種拡大、設計係数、輸送用複合容器、水素ステーション用複合容器

規制合理化検討（１０項目） 平成23年度～24年度
ＣＮＧ併設、保安検査、ガス保有量、安全弁、ガソリンスタンド併設
公道ディスペンサ距離 セルフ 防爆ゾ ン ガス欠対応 フル充填
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公道ディスペンサ距離、セルフ、防爆ゾーン、ガス欠対応、フル充填

３．２ 基準検討に関する研究開発の実施体制

水素インフラ等に係る基準整備に関する研究開発

ＮＥＤＯ事業 水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発

高圧ガス保安協会 東京大学
生産技術研究所

材料・設計基準分科会

ステアリング委員会

連絡会議

ＦＣＶ国際標準化・
規制見直

（日本自動車研究所）

ＮＥＤＯ事業（水素ステーション関連技術開発）

連携

材料 設計基準分科会
連絡会議

高圧ガス保安協会/東京大学/
石油エネルギー技術センター

（日本自動車研究所）

連携

ＮＥＤＯ事業（水素ステ ション関連技術開発）

システム技術（基準検討＆技術開発）
(一般財団法人 石油エネルギー技術センター）

複合容器分科会

要素技術（鉄鋼材料）
新日本製鐵 等

要素技術（複合容器）
ＪＸ、サムテック

要素技術（アルミ材料）

連携

複合容器分科会

協力

要素技術（アルミ材料）
茨城大学 等

技術・社会実証
（ＨｙＳＵＴ）

水素先端科学基盤研究
（Hydrogenius※2）

ＮＥＤＯ他事業

ＪＩＭＧＡ※1
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（ＨｙＳＵＴ）

※１ 一般社団法人 日本産業・医療ガス協会 （Japan Industrial and Medical Gases Association）
※2 水素材料先端科学研究センター (Research Center for Hydrogen Industrial Use and Storage)

３．３ 金属材料評価に関するＮＥＤＯ事業間連携

自工会 石連 ガス協
保安課
（KHK）

基準整備の要望

ＮＥＤＯ

業界ニーズ 基準整備に資する資料

基準整備に資する資料

ＮＥＤＯ

ＫＨＫ

・評価方法検討
・評価指標検討

連携

ステアリング
委員会

(KHK事務局)

JARI

・ニーズ把握
評価試験等

ＪＰＥＣ

・ニーズの把握
・使用条件整理

連携※

・評価指標検討
・試験結果の評価

材料・設計
基準分科会
(KHK事務局)

審議 報告 審議・承認

委員

・評価試験等 ・使用条件整理
・鋼種候補取り纏め
・材料手配
・評価試験実施
・試験結果の取り纏め

※Hydrogeniusへの材料
評価依頼は、JARI/JPEC
相談の上 行う

金属材料評価試験の実施既評価試験結果

( 事務局)

審議
委員

相談の上、行う

外注
試験

NEDO他事業
（水素製造輸送貯蔵）

Hydrogenius事業
【国際標準検討】

外部
情報

NEDO
他事業

（仮）材料評価
計画検討委員会
（Hydrogenius）

基準検討用
評価試験
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【国際標準検討】
【データベース構築】

発表内容

１．水素ステーション関連事業の概要

２．技術開発

２-１ システム技術

２-２ 要素技術２ ２ 要素技術

２-３ 総合的エンジニアリング検討

３．規制見直し規 見

３-１ 基準検討

規
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３-２ 規制合理化

３‐１．１ 基準検討（４項目） の概要

水素インフラ普及の観点からコストに影響を与える、
以下4項目の技術基準の整備資する資料検討を行う以下4項目の技術基準の整備資する資料検討を行う。

(1)鋼種拡大
配管材SUS316L以外の強度の大きい鋼種拡大など→配管材SUS316L以外の強度の大きい鋼種拡大など

（SUS316Ni≧12%・冷間加工、SUH660など）

(2)設計係数(2)設計係数
→配管設計係数＝4の低減による配管の薄肉化など

（「超高圧ガス設備に関する基準」の水素適用など）（「超高圧ガス設備に関する基準」の水素適用など）

(3)水素ステーション用複合容器
→鋼製蓄圧器以外の複合容器蓄圧器の新技術基準検討→鋼製蓄圧器以外の複合容器蓄圧器の新技術基準検討

(4)輸送用複合容器
→現行例示基準・ 高充てん圧力の引上（35MPa→45MPa）
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→現行例示基準・ 高充てん圧力の引上（35MPa→45MPa）



３‐１．２ 鋼種拡大の対象候補

①鋼種拡大候補

高 鋼種 用途候補高

　・配管
・バルブ本体

①SUS316（Ni12%以上）
　冷間加工=0%

優先度

②SUS316（Ni12%以上）冷間加工

　・バルブ本体
　・流量計本体

優先度

③SUH660
　・流量計フローチューブ
　・充填ノズル
　・緊急離脱カプラ

　・複合容器ライナー④A6061-T6

⑤SUS310S
　・流量計本体

バ ブ本体
低

⑤SUS310S
　・バルブ本体
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その他、NEDO別事業で開発中の鋼種（STH1＆２、SA723鋼等）あり

３‐１．3 鋼種拡大のための材料試験

②耐水素劣化特性評価のための金属材料試験

連携事業の高圧ガス保安協会にて候補金属材料の・連携事業の高圧ガス保安協会にて候補金属材料の
試験項目について検討した

SSRT 疲労（人工微小穴付丸棒試験片（微小穴→SSRT*1、疲労（人工微小穴付丸棒試験片（微小穴
直径：100μm、深さ100μｍ）と平滑丸棒試験片）、
疲労き裂進展の3点セ ト試験疲労き裂進展の3点セット試験

*1 SSRT：Slow Strain Rate Technique(低歪速度引張試験)

・高圧水素充てんを想定した100MPa以上評価試験
→連携事業の水素材料先端科学研究センターにて

3点セット試験を実施予定(平成23年度にSUSU316
（Ni≧12%）および同冷間加工材（20%）の3点セット
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試験を実施予定)

３‐１．５ 設計係数の国内外比較

①設計係数の低減

数 較設計係数の国内外の比較
国内例（高圧ガス保安法） 国外例（ASME）
配管 配管配管 配管
例示基準 ASME B31.3
　・引張力：4倍 　・引張力：3倍

降伏応力 1 倍 降伏応力 1 倍 超高圧ガス設備に関する

基準（KHKS 0220）

　・降伏応力：1.5倍 　・降伏応力：1.5倍
圧力容器 圧力容器
第一種特定設備 ASME Sec.Ⅷ Div2

※設計係数低減の水素適用

第 種特定設備 ASME Sec.Ⅷ Div2
　・引張力：4倍 　・引張力：2.4倍
　・降伏応力：1.5倍 　・降伏応力：1.5倍

・ ・
・ ・
・ ・
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３‐１．６ 設計係数低減に向けた調査結果

②調査結果

部位 調査対象 応力集中部の疲労解析状況など

日本：1社

海外：2社
　配管部の疲労解析にて対応検討中　・配管

海外：2社

日本：2社

海外：1社

日本 1社

　・充てんノズル
　・緊急離脱カプラ

　・応力集中部のFEM解析可能（一部実績あり）
　・交差穴部の応力集中低減等検討中

応 集 部 解析 能 部実績あ日本：1社

海外：2社

日本：複数社　・逆止弁
過流防止弁

・応力集中部の計算可能

　・ボール弁
　・応力集中部のFEM解析可能（一部実績あり）
　・交差穴部の応力集中低減等検討中

海外：2社
　・過流防止弁
　・継ぎ手ブロック等

　 応力集中部の計算可能
　・交差穴部の応力集中低減等検討中

国内の設計係数低減の導入実績がなく特認申請の実績が必要
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３‐１．８ 水素ステーション用複合容器の特徴

①鋼製蓄圧器と複合容器蓄圧器の比較

複合容器蓄圧器
T 3

鋼製蓄圧器
T 1 Type3

材料 CFRP+A6061
設計圧力 105MPa90MPa

Type1

SNCM439（強度低減材）
設計圧力 105MPa
内容積 60Ｌ 100L 255L 300Ｌ

容器重量 835kg 1,370kg 3,800kg 500～2,000kg（推定）

90MPa

鋼製蓄圧器に対し複合容器蓄圧器の重量は
半分以下と推定される
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３‐１．９ 水素ステーション用複合容器の特徴

②試験用小型複合容器による評価試験②試験用小型複合容器による評価試験
水素ステーション用複合容器として10万回の圧力サイクルを
想定したアルミライナー特性を評価する

小型複合容器（2L）にて常温圧力サイクルの事前試験実施
10万回クリアー（平成23年度：連携事業の東京大学による
FEM解析を反映した小型複合容器にて本試験を実施予定）FEM解析を反映した小型複合容器にて本試験を実施予定）

試験用中型複合容器（100L程度）の試験実施
複合容器の大型化検証（平成24年度予定）

48

複合容器の大型化検証（平成24年度予定）



３‐１．１１ 水素輸送用複合容器の実施項目

既存例示基準（JIGA-T-S/12/04、13/04 *2）を

ベースとし以下項目を決定

・ 高充てん圧力：45MPa

*2：「日本産業ガス協会」技術基準

高充てん圧力

・内容積：360L以下

（例）輸送用複合容器 （例）輸送用複合容器積載
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（例）輸送用複合容器
（35MPa、205L）

（例）輸送用複合容器積載

発表内容

１．水素ステーション関連事業の概要

２．技術開発

２-１ システム技術

２-２ 要素技術２ ２ 要素技術

２-３ 総合的エンジニアリング検討

３．規制見直し規 見

３-１ 基準検討

規
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３-２ 規制合理化

３‐２．１ 《規制合理化（新規１０項目：Ｈ23年度より実施）》

圧縮天然ガス（ＣＮＧ）スタンド併設時の設備間距離ⅰ

水素ステーションの保安検査基準ⅱ 水素ステ ションの保安検査基準ⅱ

圧縮水素運送自動車用複合容器の安全弁ⅲ

水素ステーションを併設する給油取扱所（無人暖気運転・ディスペンサー並列設置）ⅳ

公道とディスペンサーの離隔距離ⅴ 公道とディスペンサ の離隔距離ⅴ

セルフ充填式水素ステーションⅵ

水素ディスペンサー周辺の防爆ゾーン基準の明確化ⅶ

公道でのガス欠対応のための水素充填法ⅷ 公道でのガス欠対応のための水素充填法ⅷ

フル充填に対応した水素ステーションⅸ
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水素ステーションでの水素保有量ⅹ

圧縮天然ガス（ＣＮＧ）スタンド併設時の設備間距離ⅰ

《現状の規制》 ☆高圧ガ 保安法 般則第 条第 項第 号

ＣＮＧスタンド 設備（圧縮機・蓄圧器）と水素スタンド設備との間に、６ｍ以上の距離を

確保する必要あり。（設備間距離）

《現状の規制》 ☆高圧ガス保安法 一般則第7条第1項第7号

CNGスタンドに水素スタンドを併設する場合に過大な面積が必要となり 現実的では併設が

《普及に向けての課題》

CNGスタンドに水素スタンドを併設する場合に過大な面積が必要となり、現実的では併設が

困難となる。

《再点検の方向性》

・設備間距離の緩和。

高圧ガス保安法 般則および例示基準の改正

《期待される効果》

・高圧ガス保安法一般則および例示基準の改正

スタンド敷地の有効利用が図れるとともに、事務所社屋など既設設備の共有化も可能と

なり、コスト低減が図れる。

《期待される効果》
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水素ステーションの保安検査基準ⅱ

水素スタンドには年１回の保安検査が義務付けられており、その中で、蓄圧器の耐圧性能
および強度に関する検査は 目視*および非破壊検査により検査を実施することが定められ

《現状の規制》 ☆高圧ガス保安法 一般則第82条第3項（別表第3の第2項第9号）

《普及に向けての課題》

および強度に関する検査は、目視 および非破壊検査により検査を実施することが定められ

ているが、目視箇所(蓄圧器内面のみ、外表面のみ、または内外面両）の規定がない。
そのため現状では、２～3年に一度は蓄圧器を開放し、内面目視検査を実施してる。

詳細な保安検査基準がない状態では、現状と同じく2～3年に一度は蓄圧器を開放し、内面

目視検査を実施することになり、この場合休業期間は連続１０日間にもおよび、水素スタンド

《普及に向けての課題》

運営の大きな負担となる。

《再点検の方向性》

水素ステーションの蓄圧器

・内面目視検査に替わる適切な検査方法を定める。
・高圧ガス保安法 保安検査基準および定期自主検査指針の制定

検査による連続１０日間の休業が不要となり、ユーザーの
利便性向上、メンテナンスコストの低減が図れる。

《期待される効果》

開放検査は、
口金から内視
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口金から内視
鏡で実施

圧縮水素運送自動車用複合容器の安全弁ⅲ

圧縮水素運送自動車用複合容器には、高圧ガス保安法容器則によって火災時の容器の
過熱を想定した安全弁の装着が義務付けられているが その安全弁は例示基準により

《現状の規制》 ☆高圧ガス保安法 容器則例示基準（JIGA-T-S/13/04）

過熱を想定した安全弁の装着が義務付けられているが、その安全弁は例示基準により
溶栓式に限定されており、その他の安全弁は使用できない。

《普及に向けての課題》

海外での使用実績がある、小型かつ信頼性にも優れる熱作動式安全弁（ガラス球式）が
使用できない。

・熱作動式安全弁（ガラス球式）を使用可能とする

《再点検の方向性》

・熱作動式安全弁（ガラス球式）を使用可能とする。
・高圧ガス保安法容器則例示基準の改正

《期待される効果》

小型で信頼性にも優れる熱作動式安全弁（ガラス球式）が使えるため、

更なる安全性向上とコストの低減が図れる。

《期待される効果》
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《現状の規制》
☆消防法 危険物の規則に関する政令 第17条

水素ステーションを併設する給油取扱所（１）ⅳ

・ガソリンスタンド併設型水素スタンドは、消防法上の給油取扱所と位置づけられ、給油設備
（ガソリンディスペンサー）周囲には間口１０ｍ以上、奥行６ｍ以上の給油空地が必要。

この給油空地内に水素ディスペンサ を設置することは禁止されている

《現状の規制》 ☆消防法 危険物の規制に関する規則 第27条の5第5項第3号ハ

ガソリンスタンド併設型水素スタンドでの、水素ディスペンサーとガソリンディスペンサーの

《普及に向けての課題》

・この給油空地内に水素ディスペンサーを設置することは禁止されている。

ガソリンスタンド併設型水素スタンドでの、水素ディスペンサ とガソリンディスペンサ の
並列設置が出来ず、限られた敷地の有効利用が困難となる。

《再点検の方向性》

・給油空地内での水素ディスペンサーとガソリンディスペンサーの並列設置を可能とする。

・消防法 危険物の規制に関する規則の改正

限られた敷地の有効活用が可能となり、特に都市部での水素スタンド建設が容易となり、
かつ大幅な建設コストの低減が図れる

《期待される効果》

かつ大幅な建設コストの低減が図れる。

市原水素スタンド

米国の
水素ス

ディスペンサーが並列通常のガソリン
スタンド
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タンド

水素スタンド

《現状の規制》 ☆消防法 第13条第3項

水素ステーションを併設する給油取扱所（２）ⅳ

石油系原料を使用する改質器（水素製造装置）の運転には、危険物取扱者の立会いが必要と

なり、無人による暖機運転は認められていない。

ため 現状 は無人暖気が 能な を別途使 るため 設備 および敷地

《現状の規制》 ☆消防法 第13条第3項

このため、現状では無人暖気が可能なLPGを別途使用しているため、設備コストおよび敷地の

追加を余儀なくされている。
＜参考＞

・都市ガス、ＬＰＧを原料とする改質器では、高圧ガス保安法のもと、無人での暖機運転が認められている。

《普及に向けての課題》

都市 、 を原料 する改質器 、高圧 保安法 も 、無人 暖機運転 認 られ る。

・ナトリウム硫黄電池施設や常用または非常用発電施設などの一部で、危険物施設の無人遠隔監視・制御が行われている。

設備コストおよび敷地の増加・設備コストおよび敷地の増加。

・LPGを使用しない場合は、無人となる夜間等に改質器の暖気機運転が出来ず、翌朝等の水素
製造（８００℃程度まで昇温必要）が迅速に再開出来ず、水素スタンド運営に支障をきたす。

・石油系原料を使用する改質器の無人暖機運転を可能とする。
・省令改正、通達等

《再点検の方向》

・運営コストの低減、ユーザーの利便性確保が図れる。

ガ

《期待される効果》

省令改 、通 等

オンサイト型水素スタンド改質器
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・山間部等の都市ガス未整備エリアなど、石油系原料の

オンサイト型水素スタンドが必要となる地域での普及が

促進される。

公道とディスペンサーの離隔距離ⅴ

《規制の現状》

これまでも高圧ガス保安法の省令の改正により、水素スタンドに関する保安距離*短縮などの見
直しは実施されてきたが、現状の水素ディスペンサーと公道の距離は、ガソリンディスペンサー

☆高圧ガス保安法 一般則第7条の3第1項第2号、第2項第3号

＊安全確保のために近隣施設等との間に必要とされる距離

直しは実施されてきたが、現状の水素ディス ンサ と公道の距離は、ガソリンディス ンサ
の距離（４ｍ）より長い６ｍに規定されている。

《普及に向けての課題》

水素スタンドの必要敷地面積の削減が出来ず、土地代減額によるコスト（固定費）の抑制、
用地選定およびガソリンスタンド等との併設の容易化が図れない。

《再点検の方向性》

・水素ディスペンサーと公道の距離を現行の６ｍからガソリンスタンド並みの４ｍに短縮する。

高圧ガス保安法 般則および例示基準の改正

《期待される効果》

・高圧ガス保安法 一般則および例示基準の改正

限られた敷地の有効利用が可能となり、都市部への水素スタンドの展開が促進される。
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《現状の規制》 ☆高圧ガス保安法（ 般の人が高圧ガスを取り扱うことを前提としていない ）

セルフ充填式水素ステーションⅵ

・国内のセルフガソリンスタンドでは、有人監視の元、一般ドライバーによるセルフ給油作業が

可能となっており、スタンド運営コストの低減に寄与している。

が

《現状の規制》 ☆高圧ガス保安法（一般の人が高圧ガスを取り扱うことを前提としていない。）

《普及に向けての課題》

・一方、水素スタンドでは、有人監視下であっても、一般のドライバーが充填を行うことは

認められていない。

ガソリンスタンドと同レベルのスタンド運営コストの削減が困難となる。

《普及に向けての課題》

《再点検の方向性》

・必要な要件を整理し、 終的には有資格者の監視のもと、水素スタンドにおいて一般ドライバー
によるセルフ充填を可能にする。
高圧ガス保安法 般則および例示基準の改正

《再点検の方向性》

・高圧ガス保安法 一般則および例示基準の改正
・消防法 危険物の規制に関する政令、規則の改正

水素スタンド運営費の

大幅な低減が見込まれる。

《期待される効果》 水素スタンド（従業員） ガソリンスタンド（ドライバー）
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大幅な低減が見込まれる。

水素ディスペンサー周辺の防爆ゾーン基準の明確化ⅶ

高圧ガス保安法では電気設備を火気とみなし、水素ディスペンサー本体および周囲６ｍに

火気離隔距離を設定し この範囲には防爆構造の電気設備を設置する必要がある

《現状の規制》 ☆高圧ガス保安法 一般則第7条の3第1項第1号、第2項第2号（一般則第6条第1項第26号引用）
☆高圧ガス保安法 一般則第7条の3第1項第10号、第2項第27号

《普及に向けての課題》

火気離隔距離を設定し、この範囲には防爆構造の電気設備を設置する必要がある。

ディスペンサー近傍の全ての電気機器を防爆構造とする必要があり、既存のガソリンディス
ペンサー、タッチパネルおよびクレジットカード機器等が設置できず、高コストとなる。

・既存のガソリンディスペンサーのように、ディスペンサーの部位ごとに防爆ゾーンの明確化を
図り、適切な範囲内での防爆機器選定を可能とする。

《再点検の方向性》

図り、適切な範囲内 防爆機器選定を可能 する。

・高圧ガス保安法一般則および例示基準の整備

タッチパネル設置例（ドイツ）

ガソリンディスペンサーの併設、ＰＯＳシステム
および監視カメラの設置等が容易となり、

《期待される効果》
タッチパネル設置例（ドイツ）
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視 ラ 設置等 容易 り、
コストダウンと顧客利便性の向上が図れる。

《規制の現状》 ☆高圧ガス保安法 一般則第8条第１項 第2項

公道でのガス欠対応のための水素充填法ⅷ

水素スタンド以外の場所でのFCV（燃料電池自動車）への水素充填には、移動式（高圧ガス）

製造設備を用いることになるが、現状の法規では以下の規制があり、公道での水素充填は

現実的には不可能

《規制の現状》 ☆高圧ガス保安法 一般則第8条第１項、第2項

現実的には不可能。
– 設備は、第１種保安物件（駅、学校等）から１５ｍ以上の保安距離が必要。第２種保安物件（住宅

等）から１０ｍ以上の保安距離が必要。

– 充填作業は、第１種製造事業所内もしくは都道府県知事に届出た場所でのみ実施可能。

ＦＣＶにおいても、現在のガソリン車と同様の比率*で路上でのガス欠が発生することが想定

されるが 現実的には公道でのガス充填は不可能であり ガソリン車に比べて長距離の

《普及に向けての課題》

されるが、現実的には公道でのガス充填は不可能であり、ガソリン車に比べて長距離の
レッカー移動が必要となり、利便性が劣る事となる。

《再点検の方向性》

*ＪＡＦロードサービスの２０％はガス欠

《期待される効果》

・必要な要件を整理し、 終的にはFCVへの公道での水素充填を可能とする。
・高圧ガス保安法一般則および例示基準の整備

ＦＣＶユーザーの利便性が向上し、さらには

燃料切れによる渋滞・危険回避が図れる。

《期待される効果》

60

JAF出動（燃料切れ）



《規制の現状》
☆高圧ガス保安法 容器則 第2条

フル充填に対応した水素ステーションⅸ

FCV（燃料電池自動車）の燃料容器の性能（70MPa@35℃の状態で約150Lの水素を貯蔵可能）を

十分に使い切るためには、水素充填時の温度上昇を考慮し、容器 高充填圧力（70MPa）を

《規制の現状》 ☆高圧ガス保安法 一般則第7条の３

《普及に向けての課題》

超えた充填が必要となるが、現状の法規（容器則：車の燃料容器の基準、一般則：水素スタンド側の基準）で

は、容器 高充填圧力（70MPa)を超えることは認められていない。

・充填終了後の水素ガスの温度低下に伴い、燃料容器内の圧力も降下するため、燃料
容器の性能に比較し、理論上15％程度の充填量が不足し、走行距離が短くなる。
・フル充填（容器 高充填圧力を超えた水素充填）に対応した水素スタンドが建設できない

《普及に向けての課題》

フル充填（容器 高充填圧力を超えた水素充填）に対応した水素スタンドが建設できない。

充填に対応した 充填圧力が を超える水素 タ ド 建設を可能とする

《再点検の方向性》

・フル充填に対応した、充填圧力が70MPaを超える水素スタンドの建設を可能とする
技術基準等の制定。

・高圧ガス保安法一般則＆容器則の整備

海外と同レベルの充填量実現により、FCVの走行距離が延長され、ユーザーの利便性が

向上する。

《期待される効果》
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向上する。

《現状の規制》

水素ステーションでの水素保有量ⅹ

建築基準法では、用途地域（準工業地域、商業地域、準住宅地域）ごとに、
水素貯蔵量の上限値が定められているが、事業化に十分な貯蔵量ではない。

準住宅地域

《現状の規制》 ☆建築基準法 施行令116条、第130条の9

準住宅地域 ３５０Ｎｍ３（FCV約5台分）

商業地域 ７００Ｎｍ３（FCV約10台分）

準工業地域 ３，５００Ｎｍ３（FVC約50台分）
ドイツの大型水素併設スタンド

ＦＣＶ普及開始時の主要なスタンド建設地と想定される市街地で 十分な水素貯蔵量を確保

《普及に向けての課題》

大 水素併設 タ

ＦＣＶ普及開始時の主要なスタンド建設地と想定される市街地で、十分な水素貯蔵量を確保

出来ず、水素供給事業の成立が困難となりインフラ整備に支障をきたす。

《再点検の方向性》

・個別許可により規制値を超える水素貯蔵実績を蓄積し、 終的には水素貯蔵量の上限値を
撤廃する。
建築基準法施行令等 改

《再点検の方向性》

市街地 商用水素 タ ド 建設が可能となり 水素 タ ド建設が促進される

《期待される効果》

・建築基準法施行令等の改正
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市街地への商用水素スタンドの建設が可能となり、水素スタンド建設が促進される。

３‐２．２ 規制の再点検に係る工程表（抜粋）
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